
 

 

 

 

 

 

１２月４日(木)～１０日(水)は人権週間です。

学校でも「相手を大切にする心」について考える

時間を多くとっていますが、これは学校だけでは

育ちきれない、大きなテーマです。子どもたちが

毎日の生活の中で触れる“言葉”や“空気”が、

人を思いやる力の土台になるのだと思います。 

そんな中、今回紹介する２年児童の作文に

は、私たち大人が学ばされる視点がたくさんあり

ました。作文を読みながら、「子どもの優しいま

なざしは、家庭と学校で育まれているものだ」と

改めて感じました。 

 この作文は、今の教育がめざす姿や、本校が

大切にしたい「思いやりのある子」の具体像が、

とても豊かにあらわれています。全文を紹介さ

せていただき、ぜひ保護者のみなさまとも共有し

たいと思います。 

「日本をへいわに」   

わたしは、日本のへいわについて考えました。わた

しは日本がもっとへいわになるように、少しでも力にな

りたいという気もちがあります。ニュースなどで、せん

そうやけんかがおこっているのを見ると、とてもかなし

い気もちになります。だからこそ、今へいわな日本を大

切にして、これからもずっとへいわがつづくようにした

いと思います。 

こまっている人や友だちがいたら、やさしく声をかけ

たり、助けてあげたりすることで、日本のへいわにつな

がると思います。小さなことでも「ありがとう」「大じょ

うぶ？」と声をかけ合うことで、みんながえがおですご

せると思います。いじめをしないこと、わる口を言わな

いこと、思いやりのあることばを使うことも大切だと思

います。学校でも、友だちとけんかをしてしまったら、し

っかり話し合って仲直りすることを心がけています。 

また、毎日みんなの顔をよく見て、悲しそうな人がい

たら声をかけてあげたいです。みんなが仲良く助け合

い、思いやりをもってこうどうできる日本にしたいで

す。そして、もっとしぜんを大切にして、人もどうぶつも  

 

 

 

 

 

虫も木や花も、みんながしあわせにくらせる世の中に

なるといいなと思います。ごみをひろったり、水やでん

きを大切に使ったりすることも、へいわな日本を守るこ

とにつながると思います。しぜんがきれいな国である

ことも、日本のへいわの一つだと感じます。 

わたしは、世界中のみんなにもしあわせになってほ

しいと思っています。わたしの住む高浜町には、いろい

ろな国の人がかんこうに来ます。その人たちに「日本

はいいね」「高浜はやさしい町だね」と言ってもらえる

ようにしたいです。そのためには、日本の人たちみんな

が「日本をもっといい国にしたい」「力を合わせよう」

と思うことが大切だと思います。外国の人と出会った

ら、えがおであいさつをしたり、日本のよいところを教

えてあげたりしたいです。そうすれば、日本のあたたか

さが世界にもっと広がると思います。 

子どもも大人も力を合わせて、えがおあふれる日本

をつくりたいです。おじいちゃんやおばあちゃんも、ずっ

と元気で安心してくらせるような国になってほしいで

す。そして、みんなが「へいわをまもりたい」という気も

ちをもちつづけることが大切だと思います。一人一人

のやさしさやこうどうがあつまれば、きっと大きな力に

なるはずです。 

みんながやさしい気もちをもってこうどうすれば、け

んかや争いがなくなって、もっとへいわで明るい日本

になると思います。これからもわたしにできることを見

つけて、少しずつでもへいわな未来につながるように

がんばっていきたいです。 

いかがだったでしょうか。 「ありがとう」「だい

じょうぶ？」のたった一言で、世界の空気が少し

やわらかくなる —— ２年児童のその気づきは、

きっと家庭での温かな言葉や、生活の中で感じ

た優しさから育まれたものでしょう。“子どもの心

のやわらかさは、大人の姿勢に支えられている” 

と、この作文を読んで強く思いました。つい忙し

さに追われ、強い言葉を使ったり、気持ちに余裕

がなくなったりすることもあります。私自身にも

心当たりがあります。   

しかし、子どもたちはそんな私たちを責めるこ
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となく、ただ純粋に「人を大切にしたい」、「世界

を良くしたい」と願っています。その優しさに触

れると、「もっと子どもたちと向き合う自分であり

たい」と背筋が伸びる思いがします。                                  

人権週間は、子どもたちのための期間である

と同時に、私たち大人が立ち止まり、自分の言葉

や態度を振り返る時間・週間でもあります。どう

かこの１２月、そして冬休みに向けて、ご家庭で

も“思いやりの言葉”をぜひ意識してみてくださ

い。その小さな一言は、お子さまにとって、世界

の優しさを信じるための灯りになります。そして、

その灯りはやがて、この作文を書いた２年児童

の願う「へいわな未来」へとつながっていくのだ

と思います。 

１０日が人権の日（国連人権デー）です。昭和２３

年（１９４８）１２月１０日、国連総会で世界人権宣

言が採択され、「私たちは人間として誰も同じ

ように認め合い、尊敬し合い、仲良く暮らしま

す」と宣言しています。   

人権週間や人権デーは、人権を大切にする

考え方を広める活動を展開することが目的で

す。本校でも広報委員会がお昼の放送で呼び

かけ、図書委員会は人権に関する絵本や本の

特集を行っています。 

また、「一人一人に違いがあることを理解し、

お互いに思いやり、助け合って生きていこうと

する」ことをねらいとした「障がい理解教育」の

授業を実施。１１日(木）には、「人権紙芝居」を

していただく予定でもあります。  

今月６日(土)の参観日には、人権作文発表

会と、各学級で人権を守る・大切にする授業を

実施します。ぜひ、ご参観いただき、お子様と

一緒に人権について考えていただけると幸い

です。 
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